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起が続き，700 万年前頃には 5000 メートル級の巨大な尾根を築くようになっ
た。その結果，ユーラシア大陸中部から南下する気流がヒマラヤで乾燥し，
それが中東からアフリカ大陸にかけての一体を乾燥させることになった。同



















































































































































































































































































































安全（safety）   防護（protection）
運動（movement）  行為（activities）
成長（growth）   訓練（training）
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のとする。猿人は無毛や直立歩行などが未発達な段階であり，原人は現代人の祖先
へとつながるホモ族を指す（埴原，25. 三井，12-13）。














ギリスのラドクリフ＝ブラウン（A. R. Radcliffe-Brown, 1881-1955）やマリノフスキー
による未開社会の現地調査をもとにした研究などによって，発展していった。












































哲学では「プラグマティズム」を提唱したパース（Charles Sanders Pierce; 1839-
1914）やジェームズ（William James; 1842-1910）の後を継いだデューイ（John 
Dewey; 1859-1952）がおり，社会行動主義の立場から社会的自我の形成を明らかにし
たミードがいた。また社会学ではクーリー（Charles Horton Cooley; 1864-1929），ト
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